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1 はじめに 

沢山の種類による無線機器により使用可能な周波数は

殆ど使われている。ミリ波以上の高い周波数を有効活用し

なければ周波数の空きが足りなくなり、新たな無線サービス

が行えなくなる。 

 

2 研究目的 

平面かつ小型・高分解能・高利得となる特性を持つミリ波

帯における利用しやすいアンテナの実現が目的である。 

 

3 研究課題 

スロットからの反射波を放射導波管底面に位置する階段

状段差からの等振幅逆位相の反射波でキャンセルする。 

階段状段差構造によりグレーティングローブを抑圧する。 

 

4 研究内容 

図１に示すように、階段の段差の位置に電波を出すため

の放射スロットを設けており、放射スロットから電波が出てい

く。しかし、同時にアンテナの内部にも反射波が戻ってしま

う。その反射を打ち消すために、放射スロットから、1/4 管内

波長遅れた部分に段差を設けて、反射波と逆位相で打ち

消すという構造。 

 従来なら電力量が損失されるところを、階段状に高さを狭

め、密にすることにより、オフセット量を減らし、不要な方向

のグレーディングローブを抑圧する。 

 階段のない平面導波管スロットアレーアンテナと、階段状

段差構造を採用した平面導波管スロットアレーアンテナを

それぞれ比較し、放射量の変化や放射指向性、グレーティ

ングローブの差について示す。 

 

5 まとめ 

スロットからの反射を打ち消せる構造であることを確認し

た。 

 先行研究では隣り合う導波路の仕切りの壁の厚さを 1mm

としていたが、モデル化の際に厚さを 2mm としたため、大幅

にグレーティングローブが上がった。このことにより、仕切り

の壁の厚さがグレーティングローブに大きく影響することを

確認した。 

 

 

 

図 1 階段状段差構造の原理 

図 2 階段状段差構造導波管の解析モデル 

図 3 zx 面内と yz 面内における放射指向性の比較 
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